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日の指導計画 【４歳児】 平成 29 年４月 26 日（水） ○○組   ○○人  担任：○○ ○○○ 

幼
児
の
姿 

○自分で好きな遊びや場所を見つけ、

先生や友達と一緒に楽しんでいる

姿が見られる。 
○持ち物の片付けは、自分でできる子

もいるが、シール貼りや名札の付け

替えにおいては不安そうにしてい

る姿が見られる。 

ね
ら
い 

○先生や友達と関わって遊ぶ楽しさを味わ

う。 
園
長
印 

 

内 

容 

・教師や友達と一緒に遊ぶ。 
・友達の遊びを真似たり、教師にやりたいこ

とを伝えたりする。 

教
頭
印 

 

時間 ○予想される幼児の活動の展開 □環境構成  ◎援助と配慮 
8:15 
 
 
 
 
 
 
8：50 
 
 
 
 
 
9：15 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
10：30 
 
 
 
 
 
 
11:00 
 
 
 
 
 
 
 
 
11:30 

○登園 
 ・朝の挨拶をする 
 ・所持品の始末をする 
 ・おたより帳にシールを貼る 
  
 
 
○朝のひととき 
 
 
 
 
 
○好きな遊び 
 戸外 

・砂場 ・固定遊具 ・おにごっこ 
・うさぎとの触れ合い等 
 
室内 
・踊り ・ままごと ・制作 
・ブロック ・粘土 ・お絵かき 
・折り紙 ・パズル 等 
 
 
 

 
 
 
 
○片付け（生活の場を整える） 
 ・使った遊具や道具を片付ける 
 ・手洗い、うがいをする 
 ・必要に応じて着替えをする 
 
 
 
○帰りのひととき 
 ・歌 ・手遊び  
・絵本の読み聞かせ 
・今日の遊びの振り返り 
・明日の話 

 
 
 
 
○降園 
 ・お迎えの子は親子で順次降園 
・通園バスの子はコース毎のバスに
乗車 

・預かり保育の子は預かりの部屋へ 

◎笑顔で挨拶を交わし、一日を気持ちよく過ごせるように心がける。 
□持ち物の片づけが自分で出来るように黒板やロッカーの近くに片
づけ方の手順を表示する。 

◎片付け方がわからない子、不安そうにしている子へは、手を添えな
がら一緒に行ったり、シールを貼る位置を確認したりし、丁寧に関
わる。 

 
◎朝のひとときで集まり、名前を呼んで友達の名前を知らせ、元気に
登園していることを一緒に確認する。 

◎友達や教師と触れあえるような手遊び、ゲームなどをし、安心感や
クラスへの所属感、友達と一緒に過ごす楽しさを味わえるようにす
る。 

 
◎戸外へ出る前に、水分補給や排泄を促す。 
◎遊びが見つけられない子へは、興味がありそうな遊びに誘いかけた
り、一緒に遊んだりして遊びのきっかけを作る。 

◎一人一人にスキンシップをとりながら、安心して過ごせるようにす
る。 

□遊びに必要な道具や遊具を分かりやすく配置し、興味を持ったこと
が思い切り楽しめるようにする。 

◎教師も一緒に戸外で体を動かし、子ども同士も十分に関わりが持て
るようにする。 

◎遊具や用具の使い方を知らせ、安全に遊べるようにする。 
 
 
 
※主体的な（好きな）遊びは別紙参照 
 
 
 
◎教師がモデルとなりながら、子どもたちと一緒に片付けや手洗い、
うがいをしていく。 

□片付ける場所がわかりやすいように、標示の配置を工夫する。 
□明日も使えるように生活の場を整える。 
 
 
◎もっと遊びたくて、なかなか帰りのひとときに進んで集まれない子
には、その気持ちに寄り添いながら明日も遊べることを伝え、集ま
りへ誘う。 

◎手遊びをしたり、歌を歌ったりしながら学級みんなで過ごす楽しさ
を味わえるようにする。 

◎子どもたちが興味をもてるような絵本を読み、絵本の世界が楽しめ
るようにする。 

 
 
◎一人一人の降園コース(バス、迎え、預かり組)を幼児と一緒に確認
し、安心して降園できるようにする。 

◎一人一人と笑顔で挨拶を交わし、明日への期待がもてるようにす
る。 

 

反省 
評価 

 

 

事例１４ 
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評
 
 
価

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
予
想
さ
れ
る
幼
児
の
活
動
の
展
開
 
 
 
 
 
○
幼
児
の
姿
 
 
□
環
境
構
成
 
 
◎
援
助
と
配
慮

 
 ○

好
き
な

遊
び
を

す
る
。

 
 

(戸
外

) 
・

砂
場
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固
定
遊

具
 

・
お
に
ご

っ
こ

 
・

ウ
サ
ギ

に
触
れ
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内
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パ
ズ
ル
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ブ
ロ
ッ

ク
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粘
土
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お
絵
描

き
 

・
ま
ま
ご

と
 

・
制
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・

踊
り
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水
道

 

水 道 

 

水
道

 

飼 育 小 屋 
花
壇

 
花
壇

 
花
壇

 
水
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砂
場

 

の
ぼ
り
棒

 
す

べ
り

台
 

ｼ
ﾞ
ｬﾝ
ｸﾞ
ﾙｼ
ﾞﾑ

 

ブ
ラ

ン
コ

 
う
ん
て
い

 
て
つ
ぼ
う

 

ｼ
ｰ
ｿｰ

 
園

庭
 

ウ
サ
ギ
に

触
れ
る
 

○
フ
ェ
ン
ス
越
し
に
う
さ
ぎ
を
覗
き
、
そ
の
場

に
い

る
こ

と
で

安
心

し
て

い
る

姿
が

見
ら

れ
る
。

 
○

家
庭

か
ら

も
っ

て
き

た
エ

サ
を

あ
げ

る
こ

と
を
楽
し
ん
で
い
る
。

 
◎
子
ど
も
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、
一
緒
に
う

さ
ぎ
を
見
た
り
、
エ
サ
を
あ
げ
た
り
し
て
、

安
心
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 
□

興
味

を
も

っ
た

子
が

自
由

に
エ

サ
を

与
え

ら
れ
る
よ
う
、
野
菜
な
ど
を
準
備
を
し
て
お

く
。

 

お
に
ご
っ

こ
 

○
教

師
や

友
達

を
誘

っ
て

一
緒

に
関

わ
っ

て

遊
ぶ
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
る
。

 
◎
一
緒
に
遊
び
走
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
と

走
る
心
地
よ
さ
を
共
有
し
、
教
師
や
友
達
に

親
し
み
を
持
て
る
よ
う
に
す
る
。

 

固
定

遊
具
 

○
ブ
ラ

ン
コ
を
う
ま
く

こ
げ
ず
、
教
師

に
押

し
て

も

ら
う
こ
と
で

喜
ん
で

乗
っ
て
い
る
子
が
い

る
。

 
○

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
で
は
、
怖
が
っ
て
登

れ
な

い
子
、

一
番

上
ま
で
登
っ
て

達
成
感
を
味

わ
っ

て
い

る
子

が
い
る

。
 

◎
一
人

一
人
の
取
り
組

み
を
見
守
り
、
必

要
に

応
じ

て
支

え
る
な
ど
、

戸
外
で
遊
ぶ
楽

し
さ

を
味

わ
え

る
よ
う
に
す
る
。

 

出
入

り
口

 

ロッカー 

ピ ア ノ 黒 板 

掃 除 

道 具 

ロ
ッ
カ
ー

 

ま
ま

ご
と

 

絵
本

 

制
作

 

ブ
ロ
ッ
ク

 

パ
ズ
ル

 
粘

土
 

お
絵

描
き

 

踊
り

 
○

舞
台

の
上

で
音

楽

に
合

わ
せ

て
友

達

と
踊

る
こ

と
を

楽

し
ん
で
い
る
。

 
□

◎
子

ど
も

た
ち

が

踊
り

た
く

な
る

よ

う
な

音
楽

を
準

備

し
、

手
拍

子
を

し

た
り

、
一

緒
に

踊

っ
た

り
し

て
楽

し

ま
せ
て
い
く
。

 

室
内

 

戸
外

 

２ 階( 遊 戯 室) 

ま
ま
ご
と
 

○
教

師
に

ご
ち

そ
う

を
作

り
食

べ
て

も
ら

う
こ

と
を

喜
ん
で
い
る
。

 
◎
美
味
し
そ
う
に
食
べ
る
真
似
を
し
、
遊
び
の
楽
し
さ

が
味
わ
え
る
よ
う
に
す
る
。

 
□
雰
囲
気
づ
く
り
の
た
め
に
、
様
々
な
素
材
や
教
材
を

準
備
し
取
り
出
し
や
す
い
場
を
整
え
る
。

 

製
作
 

○
新

聞
紙

や
チ

ラ
シ

で
剣

を
作

り
、

そ
れ

を
大

事
そ

う
に

持
っ

て
遊

ん
だ

り
、

家
に

持
ち

帰
っ

た
り

し

て
い
る
。

 
○

友
達

と
同

じ
も

の
を

作
っ

て
と

要
求

し
、

同
じ

も

の
を
持
っ
て
喜
ん
で
い
る
。

 
◎

寄
り

添
い

な
が

ら
子

ど
も

が
作

り
た

い
物

を
一

緒

に
作
り
、
安
心
し
て
遊
べ
る
よ
う
に
す
る
。

 
□

同
じ

素
材

を
多

く
準

備
し

、
友

達
と

同
じ

物
を

持

っ
て
遊
べ
る
よ
う
に
す
る
。

 

砂
場
 

○
一
人
で
繰
り
返
し

砂
を
手
に
乗
せ
た
り

、
友

達
と

山
を
作

っ
た
り
し
て
、
砂
の
感
触
を
楽
し
ん

で
い

る
。

 
◎
一
緒
に
山
や
ご
ち
そ
う
作
り
を
す
る
こ
と
で
、
周
り
で
遊

ん
で
い
る
子
同
士
が
関
わ
れ
る
よ
う
き
っ
か
け
作
り
を
す

る
 

□
小
さ
い
テ
ー
ブ
ル
や
台
に
な
る
物
を
置
く
こ
と
で
、
繰
り

返
し
型
抜
き
を
し
た
り
、
団
子
を
並
べ
た
り
す
る
な
ど
、

始
め
た
こ
と
を
十
分
に
楽
し
め
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

 

◎
遊
び
が
見
つ
け
ら
れ
ず
不
安
そ
う
に
し
て
い
る
子
へ
は
、
そ
ば
に
い
て
寄
り
添
っ
た
り
、
さ
り
げ
な
く
粘
土
や

パ
ズ
ル
、
絵
本
な
ど
、
一
人
で
も
楽
し
め
る
遊
び
を
促
し
た
り
し
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
に
す
る
。

 

環
境
図
【
４
歳
児
】

 

各
活
動
が
「
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の
姿
」

の
ど
こ
に
あ
て
は
ま

る
の
か
を
話
し
合

い
、
様
々
な
活
動
場

面
に
「

10
の
姿
」
が

入
っ
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
て
い
く
。
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日の指導計画【５歳児】 平成○○年○月○日（月）○○市立○○幼稚園     事例１５ 

○○組 男○○名、女○○名、計○○名 担任：○○○○○             

幼児の

姿 

○担任に親しみを持ち始め、自らあいさつをしたり、遊びに誘ったりすることがあ

る。 

○同じ遊びをしている新しい友達とも関わるようになっている。 

○クラスでの触れ合い遊びをする中で、緊張がほぐれて笑顔で楽しむ姿が見られる。 

園

長

印 

 

ねらい 
○クラスでの活動を通して、新

しい友達に親しむ。 
内容 

・新しい友達と関わり、気の合う友達を見

つける。 

・母の日のプレゼント作りをする。 

教
頭
印 

 

時 間 幼児の活動 □環境構成   ◎教師の援助 

8:00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10:00 

 

 

 

 

 

 

 

11:30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13：30 

 

 

 

 

 

14：00 

○登園する 

 ・挨拶をする 

 ・名札を付ける 

 ・持ち物の始末をする 

 ・朝の活動をする 

○好きな遊びをする 

（戸外遊び） 

・砂遊び・虫採り・固定遊具 

 ・ありんこみち 

○片付けをする 

・身体を清潔にし、着替える 

 

◯室内で好きな遊びをする 

 ・母の日の製作 

 ・ままごと・おりがみ 

 ・パズル・ブロック 

○片づけをする 

 ・遊んだ後の道具を元の場所

に戻し、掃除する 

 

○給食準備をする 

・手洗いをする 

・テーブル、イスを準備する 

・当番活動をする 

○給食を会食する 

 ・メニューを発表する 

 ・挨拶をする 

 ・おかわりをする 

○片付けをする 

 ・食器、食缶を片付ける 

・テーブルを片付ける 

○歯磨きをする 
○掃除をする 

 ・掃き掃除・雑巾がけ 

 

○先生の周りで集まる 

 ・歌を歌ったり、リズム遊び

や手遊びなどを楽しんだり

する 

・友達や先生の話を聞いたり、

話したりする 

○ 降園する  

□幼児と一緒に室内換気をすることで、一日の始まりを気持ちよ

く迎えられるようにする。 

◎子ども一人一人と朝の挨拶を交わし、健康状態を把握する。 

◎帽子をかぶることや上履きを履くことの必要性を再確認し、そ

の都度、気づかせるような言葉かけをする。 

◎きれいになった喜びが味わえるよう「気持ちよくなったね」等

と言葉かけをし、一人一人を認めるようにする。 

□遊びに必要な遊具や用具の準備、場の設定をし、幼児のつぶや

きや思いに共感し、相談しながら幼児と共に環境構成する。 

 

 

 

◎遊びに入れない子は、教師も一緒になって遊び、友達との仲間

入りができるように配慮する。 

◎遊んだ後の片付けは、明日も楽しく遊べるように教師も一緒に

片付けをし、片付け方に気づくようにする。 

◎手足を洗ったり着替えをしたり、衣服の始末が丁寧にできるよ

う十分に時間を確保する。また、周りの様子を見て行動ができ

るよう言葉かけをする。 

□遊びが充実できるように、場の設定や用具の準備をする。 

◎ままごとコーナーや製作遊びでは、引き続きイメージに合った

材料を選べるよう援助したり、実現していく方法を一緒に考え

たりする。 

◎協力してテーブルや椅子を準備できるように、頑張っている幼

児を全体の場で称賛し、他児の刺激とする。 

◎給食準備を進んでやろうとする思いを受け止めて、教師も一緒

に配膳をする。 

◎個に応じて食事の量を調整し、食べる喜びが味わえるよう配慮

する。 

◎楽しい雰囲気の中でマナーを守って、美味しく会食ができるよ

うにする。 

◎全員が歯磨きに取り組めるよう見守り、歯ブラシやコップの片

付け方を確認し、歯磨きが済んでいない幼児には気づけるよう

な言葉かけをする。 

◎雑巾がけはみんなで協力してできるようにする。また、雑巾の

絞り方の再確認をする。 

□集まりが持てる環境を整え、親しみを持って話しが聞けるよう

にする。 

 

◎楽しかったことや気づいたことに共感し、明日に期待が持てる

ようにする。 

◎安全に降園できるように、一人一人確認をする。 

反省 

 

ありんこみちって知っている？先生と

一緒にやってみようか？ 

○○さんはこんなことをしていたね。

先生も一緒に遊んで楽しかったな。 

明日もやってみようか？ 
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環境図【５歳児】 
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庫 

絵本の部屋 

預かり保育 
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ふれあい

広場 
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こ
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も
の
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○
○
○
学
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砂 場 の倉 庫 

花
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花
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花壇 

 

 

 

 

赤土山 
  

  
 

 

 ホ
ー
ル 

 

○
○
組 

 
  

職
員
室 

花
壇 

花
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正 門 

固定遊具 

◎思い思いに遊ぶ姿が見守

り、必要に応じて手を貸し

て、戸外で遊ぶ楽しさを味

わえるように援助する。 

ふれあい広場 

◎ウサギの世話をしたり関わったりすることで、気

持ちの安定を図り、親しみが持てるようにする。 

□自分達で世話ができるよう餌や清掃用具の用意

をする。 

砂遊び 

□砂場の用具は、幼児が使い

やすく片付けやすい環境

を構成する。 

◎それぞれに遊ぶ姿を認め、

工夫していることや気付

いたことを周りの幼児に

伝えることで、友達に関心

が持てるようにする。 

母の日の製作 

□製作活動が充実できるよう必要な素材を用意し、主体

的に活動できる場を設定する。 

◎お母さんに日頃の感謝の気持ちを伝えられるよう、お

母さんの話を聞き、思い思いに表現する楽しさが味わ

えるようにする。 

ありんこみち 

◎友達と一緒に関わって遊べるよう教師

が投げかけたり、一緒に遊んだりして、

楽しさを味わえるようにしていく。 

室内遊び 

□就園前保育や家庭で経験した遊びを中心

に、好きな遊びがみつけられるよう様々な

遊具を準備しておく。 

◎好きな遊びや自分の居場所がみつけられ

るよう教師も一緒になって遊び、安心して

過ごせるようにする。また、一緒に楽しん

だり認めたりすることで、信頼関係作りに

努めるようにする。 

 
 

虫捕り 

□虫捕り網、虫かご等必要な道

具をを用意し、虫に関心が持

てるよう図鑑を目につきやす

い場所に掲示する。 

◎幼児のつぶやきや思いを受け

止め、共感できるようにする。 
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